
平成 26年
　　　　消防出初式
　～綱引き大会～

幼年消防クラブ
　　　　ＶＳ
　　　　消防自動車



土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

鹿
児
島
県
で
は
、
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
生
命

を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
防
止
法

（
※
）
に
基
づ
き
、
西
之
表
市
内

で
新
た
に
89
箇
所
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
（
う
ち
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
有
り
：
85
箇
所
）
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
西
之
表

市
内
で
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
数

は
、
２
０
２
箇
所
（
う
ち
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
有
り
：
１
８
９

箇
所
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
が
け
崩
れ
や
土

石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
の

あ
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」、
ま
た
、
特
に
著
し
い
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
を

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と

し
て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
県
と
連
携
し
て
、
指

定
区
域
内
市
民
の
早
期
避
難
体
制

づ
く
り
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所

等
を
明
示
し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
順
次
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

指定日（年度）
土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定箇所数
急傾斜地の崩壊 土石流 計

うち特別 警戒区域 うち特別 警戒区域 うち特別
平成 25 年 11 月  8  日   63   63 26 22   89   85
平成 23 年 12 月 20 日   85   85 28 19 113 104

合　計 148 148 54 41 202 189

市内の区域指定状況

詳細については、県のホームページでご確認ください。（鹿児島県ホームページ）
http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/dosya/area/index.html

※
土
砂
災
害
防
止
法
と
は

　

土
砂
災
害
防
止
法
（
正
式
名

称
：
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
）
は
、
土
砂
災
害

か
ら
住
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
13
年
４
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
（
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒

区
域
）
を
明
ら
か
に
し
、「
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
」、「
特
定
開
発

行
為
に
対
す
る
許
可
制
」
な
ど
、

ソ
フ
ト
対
策
（
工
事
に
よ
ら
な
い

対
策
）
を
推
進
し
ま
す
。

■
公
示
図
書
縦
覧
場
所
及
び
問
い

合
わ
せ
先

　

市
役
所
建
設
課
・
総
務
課

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

熊
毛
支
庁
建
設
課　
　
　
　
　

　

℡
２
２
‐
０
８
２
９

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

　

市
内
小
・
中
学
校
で
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

や
介
助
を
行
う
。

【
募
集
人
数
】

　

若
干
名

【
勤
務
校
】

　

未
定

【
期
間
】

　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

【
勤
務
日
】

　

基
本
的
に
児
童
・
生
徒
が
登
校
す
る
日

【
勤
務
時
間
】

　

１
日
６
時
間

【
報
酬
】

　

日
額
６
０
０
０
円
（
末
日
締
め
、
翌
月
10
日
支
払
い
）

【
保
険
】　

傷
害
保
険

【
応
募
方
法
】

　

自
筆
の
履
歴
書
を
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】　

　

面
接　

※
日
時
は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
５

※称けにかに災区区避行ソ対■合



◎共済の内容
交通事故により死亡又は傷害を受けた場合に、条例の規定による見舞金が支払われます。
項　　目 内　　　容

加入できる方
　西之表市内に居住し、住民基本台帳法の規定により記録又は登録されている者
( ただし、就学又は季節的出稼ぎのため市外にある者は、会員とすることができ
る。)

掛 け 金 　１人につき 300 円。ただし、0歳から小学校 1年生までは、特別会員として免
除

共 済 期 間 　平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで。ただし、4月 1日以降の申
込みは、会費納入日の翌日から平成 27 年 3月 31 日まで

加 入 方 法
　各世帯に申込書が配布されますので、各地域の地域活性化推進員（町内会長等）
又は総務課（市役所３階）までお申し込みください。
　なお、申込書に氏名がない場合や申込書が配布されなかった場合も加入できます。

見 舞 金 の 額

　死亡の場合には、死亡見舞金として 100 万円を支給します。
　5日以上の治療を要する傷害を受けた場合には、傷害見舞金 15,000 円に、250
日を限度として入院実日数 1日につき 1,100 円又は通院実日数 1日につき 800 円
を加算した額を支給します。

請 求 期 間 　共済見舞金の請求期間は、交通事故発生日から 2年間です。

　

毎
日
ど
こ
か
で
交
通
事
故
は

起
き
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
が

起
き
る
と
、
被
害
者
や
加
害
者

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
族
の
方
に
と
っ
て
も
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
万
一
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
掛
金
を
出
し

合
っ
て
助
け
合
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

　

ご
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

平
成
26
年
度　

西
之
表
市
交
通
災
害
共
済
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
総
務
課
防
災
安
全
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　

内
線
２
０
５
・
２
０
６

安い掛
け金で

大きな
補償！

平
成
26
年
度
臨
時
雇
用
者
募
集

「
種
子
島
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
き
ら
り

管
理
・
運
営
業
務
」

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
の
種
子
島
特
産
品
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
の
管
理
・

運
営
業
務
に
関
し
、
臨
時
雇
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　

１
名

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

【
賃
金
】

　

市
が
定
め
る
額

【
資
格
】

　

普
通
自
動
車
１
種
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

　

※
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

　

履
歴
書
１
通
、
申
請
書
（
経
済
観
光
課
に
備
付
）

【
受
付
期
間
】

　

２
月
７
日
〜
３
月
６
日

　

※
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

【
選
考
方
法
】

　

面
接
及
び
作
文

　

※
選
考
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
申
請
受
付
後
改
め
て
お
知
ら
せ

　
　

し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
産
業
創
出
雇
用
推
進
室

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
４



平
成
26
年
度

西
之
表
市
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
向
上
心
に

燃
え
、
そ
の
能
力
が
十
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
で
あ
る
方
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
の
修
学
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
内
容
で
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
し
、
保
護
者
が
本
市
に
在
住
し
て
い
る
方

【
選
考
基
準
】

　

本
人
の
学
業
成
績
及
び
保
護
者
の
所
得
等
を
基
に
、
市
奨
学
生
選
考
委

員
会
で
審
査
し
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

【
奨
学
金
の
内
容
】

　

①
高
等
学
校
に
在
学
で
自
宅
通
学
の
生
徒　

月
額
１
２
０
０
０
円

　

②
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に
在
学
で
自
宅
通
学
以
外
の
学

　
　

生
・
生
徒
（
た
だ
し
、
予
備
校
的
な
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
対
象

　
　

外
と
し
ま
す
。）　

月
額
２
３
０
０
０
円
以
内

　

③
大
学
に
在
学
し
て
い
る
学
生　

月
額
３
０
０
０
０
円
以
内

【
申
請
手
続
】

　

①
申
請
書
の
請
求

　
　

申
請
書
は
、
市
教
育
委
員
会
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

②
提
出
書
類

　
　

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
、
資
産
証
明
（
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
）、
課

　
　

税
証
明
（
世
帯
全
員
）、
健
康
診
断
書
、
成
績
証
明
書
、
在
学
証
明

　
　

書
ま
た
は
入
学
証
明
書
、
推
薦
調
書

　

③
提
出
期
間

　
　

４
月
７
日
（
月
）
〜
４
月
21
日
（
月
）

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
総
務
課　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
２

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

　

毎
年
恒
例
で
行
わ
れ
て
い
る
年

末
の
『
市
民
総
参
加
に
よ
る
道
路

清
掃
』
で
は
、多
く
の
市
民
の
方
々

の
ご
参
加
の
も
と
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
き
れ
い
に

し
た
道
路
沿
い
に
、
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
空
き
缶
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
各
校
区
で

は
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
「
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
の

の
ぼ
り
旗
も
設
置
し
て
お
り
ま
す

が
、ポ
イ
捨
て
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
の
心
な
い
行
為
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

空
き
缶
は
ゴ
ミ
箱
へ
・
・
・
。

当
た
り
前
の
行
動
で
す
が
、
現

在
、
自
動
販
売
機
横
の
空
き
容

器
の
回
収
箱
が
ほ
と
ん
ど
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
ご
存
じ

で
す
か
。
そ
の
た
め
、
市
で
は

自
動
販
売
機
横
に
空
き
容
器
の

回
収
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
各
設
置
者
に
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
以
前

は
ほ
と
ん
ど
の
自
動
販
売
機
の

横
に
回
収
箱
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
モ
ラ
ル
の
な
い
人

に
よ
り
空
き
容
器
以
外
の
ご
み

等
が
投
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ゴ
ミ
の
処

理
が
設
置
者
の
負
担
に
な
り
回

収
箱
が
撤
去
さ
れ
、
正
し
く
使

用
さ
れ
て
き
た
方
に
も
迷
惑
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
し

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
適
正
に
回
収

箱
を
利
用
し
、
空
き
容
器
以
外

の
物
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

環
境
や
美
し
い
景
観
は
、
み
な

さ
ん
の
マ
ナ
ー
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識

す
る
こ
と
で
環
境
が
さ
ら
に
良
く

な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

「
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
み
ん
な
で

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
４



西
之
表
市
市
民
合
唱
団
「
コ
ー
ル
わ
か
さ
」

第
29
回
定
期
演
奏
会
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】

　

２
月
15
日
（
土
）

　

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

【
会
場
】

　

市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

【
構
成
】

１
部　

思
い
出
の
青
春
歌

　

時
代
・
な
ご
り
雪
・

　

青
春
時
代
・
糸　

な
ど

２
部　

ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

　

カ
プ
リ
ス
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
・

　

カ
ル
テ
ッ
ト

３
部　

母
校
の
校
歌
よ
、
永
遠
に

　

旧
中
学
校
（
榕
城
中
・
国
上
中
・

　

現
和
中
・
古
田
中
・
安
城
中
・

　

住
吉
中
）、旧
高
校
（
種
子
島
高
校
・

　

種
子
島
実
業
高
校
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
ル
わ
か
さ
代
表　

古
市
克
人

　

℡
０
９
０
‐
８
７
６
５
‐
０
８
８
１

さ
と
う
き
び
単
収
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　

今
期
の
さ
と
う
き
び
収
量
見
込

は
、
10
ａ
当
り
5.5
ト
ン
と
３
年
連

続
で
６
ト
ン
を
割
り
込
む
危
機
的

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
過
去
の
高
単
収
を
取

り
戻
し
、【
儲
か
る
き
び
栽
培
】

を
実
践
す
る
た
め
、
以
下
の
項
目

に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
増
産
推
進
日
に
は
春
植
・
株
出

管
理
作
業
を
し
よ
う
！

　

本
年
度
の
増
産
推
進
日
は
、
２

月
27
日
か
ら
３
月
３
日
の
５
日
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
を

利
用
し
て
、
春
植
・
株
出
管
理
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

春
植
は
３
月
中
に
。
株
出
管
理

は
収
穫
後
１
ヶ
月
以
内
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

②
優
良
種
苗
を
活
用
し
て
苗
の
更

新
を
し
よ
う
！

　

現
在
、
西
之
表
市
の
さ
と
う
き

び
に
は
モ
ザ
イ
ク
病
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
各
自
で
採
苗
ほ
場
を
設

置
し
、
病
気
の
な
い
良
質
な
苗
に

更
新
し
ま
し
ょ
う
！

　

無
病
苗
に
更
新
す
る
こ
と
で
、
収

量
が
約
20
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

③
さ
と
う
き
び
を
寒
さ
か
ら
守
る
た

め
、
必
ず
マ
ル
チ
を
し
よ
う
！

　

種
子
島
は
、
さ
と
う
き
び
栽
培
の

北
限
地
で
す
。
今
年
の
冬
も
平
年
よ

り
寒
い
予
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。
茎

数
確
保
の
た
め
に
マ
ル
チ
被
覆
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
！

　

マ
ル
チ
被
覆
を
す
る
こ
と
で
発
芽

が
促
進
さ
れ
、
約
20
％
収
量
が
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

④
収
量
ア
ッ
プ
に
は
ま
ず
土
づ
く
り

か
ら
！　

　

植
付
け
前
に
は
土
壌
診
断
を
行

い
、
石
灰
資
材
や
堆
肥
な
ど
を
投
入

す
る
こ
と
で
、
ほ
場
を
さ
と
う
き
び

に
適
し
た
状
態
に
戻
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
！
あ
な
た
の
ほ
場
は
大
丈
夫

で
す
か
？

　

ハ
カ
マ
は
焼
か
ず
に
す
き
込
み
、

土
壌
に
肥
料
分
を
還
元
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
営
農
振
興
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
４
７

さとうきび生産者の皆様へ
基本技術の徹底で単収 8トン取りを目指しましょう！

シリーズ①　さとうきび生産の基本技術
　　　　　　２月の作業編

西之表市さとうきび・でんぷん用甘しょ
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ししょょょ



自
治
会
等
に
よ
る
税
金
の
収
納
業
務
の

廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
納
付
組
織
（
自
治

会
等
）
に
市
税
等
の
取
り
ま
と

め
業
務
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
今
の
個
人
情
報
保
護

や
地
域
活
性
化
推
進
員
等
へ
の

負
担
の
軽
減
な
ど
、
社
会
的
な

要
請
に
よ
り
、
納
付
組
織
（
自

治
会
等
）
に
よ
る
税
金
の
取
り

ま
と
め
業
務
を
、
平
成
26
年
度

か
ら
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
納

税
意
識
の
高
揚
・
確
実
な
税
収

確
保
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

税
金
の
口
座
振
替

に
つ
い
て

　

市
税
等
の
納
付
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
が
開
始

さ
れ
ま
す
と
、
各
税
目
の
納
期
限

ご
と
に
自
動
振
替
と
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
限
ご
と
に
現
金
を
持
っ

て
納
付
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

預
貯
金
通
帳
・
届
出
印
を
ご
準

備
の
上
、
各
金
融
機
関
で
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
、
各
金
融
機
関
に
て
ご
準
備
い

た
し
て
お
り
ま
す
。（
※
税
務
課

で
の
申
込
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。）

　

口
座
振
替
に
さ
れ
る
と
自
動
的

に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る

の
で
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
度
申
込
を
す
れ
ば
、
翌

年
以
降
も
継
続
し
て
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。

し
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
自
お
近
く
の
金
融

機
関
ま
た
は
市
役
所
に
て
納
税
さ

れ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、確
実
な
納
税
の
た
め
に
、

口
座
振
替
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
務
課
よ
り
大
切
な
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
管
理
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
３
１

平
成
26
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
募
集
の
お
知
ら
せ

　

林
野
庁
・
九
州
森
林
管
理
局
で
は
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
60
名
程
度

【
期
間
】
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
（
１
年
間
）

【
内
容
】

　

●
森
林
・
林
業
・
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

　

●
森
林
・
林
業
・
国
有
林
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど

　

●
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席（
年
１
〜
２
回
程
度
、希
望
者
の
み
）

【
募
集
資
格
】

　

九
州
・
沖
縄
８
県
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
森
林
・
林
業
お

よ
び
国
有
林
に
関
心
を
有
す
る
方

【
募
集
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
又
は
封
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
の
宛
先
ま
で
応
募

く
だ
さ
い
。
ま
た
、メ
ー
ル
及
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
必
要
事
項
】

　

●
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

　

●
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
（
具
体
的
に
記
入
）

　

●
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
さ
れ
た
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

【
募
集
締
切
】
２
月
28
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
０
‐
０
０
８
１　

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号

　

九
州
管
理
局　

企
画
調
整
課　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

℡
０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
５
１
１
Fax
０
９
６
‐
３
２
８
‐
３
６
４
３

　

E-m
ail  ky_kikaku@

rinya.m
aff .go.jp



出初式表彰者
◎消防庁長官　永年勤続功労章
　阿世知時則 ( 熊毛地区消防組合 )
---------------------------------------------------------------------------
◎日本消防協会　功績章
　阿世知時則 ( 熊毛地区消防組合 )
---------------------------------------------------------------------------
◎日本消防協会　勤続章
　長野和治 ( 上西）/武田成男 ( 立山）/下嶋豊美 ( 古田）
---------------------------------------------------------------------------
◎全国消防長会　特別功労表彰
　阿世知時則 ( 熊毛地区消防組合 )
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県消防協会　功績章
　古田清博 ( 伊関 )/ 柳英雄 ( 現和 )/ 鎌倉輝幸 ( 伊関 )/　
　萩原実秋 ( 国上 )/ 上妻靖 ( 安城 )/ 濵元正東 ( 現和 )/　
　小山田春文 ( 現和 )/ 榎本孝 ( 榕城 ) 河内育雄 ( 榕城 )/
　榎元正徳 ( 安城 )
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県消防協会　精績章
　梶原敏夫 ( 立山 )/ 長野大作 ( 安城 )/ 栗﨑勝喜 ( 古田 )/
　木原博幸 ( 現和 )/ 中﨑一喜 ( 国上 )/ 有馬輝敏 ( 国上 )/
　河内速雄 ( 国上 )/ 牧瀬雄二 ( 安城 )/ 長野正樹 ( 上西 )/
　西中一美 ( 立山 )/ 森園幸文 ( 中割 )/ 窪田良二 ( 古田 )/
　中村良二 ( 古田 )/ 中里孝二 ( 熊毛地区消防組合 )/　　
　増尾浩美 ( 熊毛地区消防組合 )
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県知事　10年勤続章
　山下満和（安城）/西田敏幸（現和）
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
　梶原敏夫 ( 立山 )/ 長野大作 ( 安城 )/ 河内速雄 ( 国上 )/
　牧瀬雄二 ( 安城 )/ 長野正樹 ( 上西 )/ 森園幸文 ( 中割 )/
　窪田良二 ( 古田 )/ 中村良二 ( 古田 )/ 宮田良一 ( 安城 )/
　中里孝二 ( 熊毛地区消防組合 )/ 増尾浩美 ( 熊毛地区消
　防組合 )
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県消防協会熊毛支部　功労章
　柳英雄 ( 現和 )/ 春村洋一 ( 下西 )/ 長野信一 ( 上西 )/　
　岩元明穂 ( 国上 )
---------------------------------------------------------------------------
◎鹿児島県消防協会熊毛支部　感謝状
　阿世知重成 ( 本部 )/ 荒牧隆昭 ( 国上 )
---------------------------------------------------------------------------
◎西之表市長　消防団員雇用協力事業所感謝状
　ミュージックスタジオアミーゴ　平川隆𠮷
---------------------------------------------------------------------------
◎西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
　上別縄成子 ( 誠、古田）/黒田キリ子 ( 正敏、中割）

【敬称略、（ ）内は分団等名】
　

１
月
12
日
、
平
成
26
年
消
防
出

初
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
団
員
と
消
防
車
両
は
、
八
坂

神
社
か
ら
西
之
表
市
民
体
育
館
ま

で
市
中
行
進
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

そ
の
後
、
体
育
館
駐
車
場
で
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、
下
西
分
団
に
よ

る
規
律
訓
練
や
上
西
分
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
車
操
法
が
披
露
さ
れ
、
消

防
署
前
広
場
で
行
わ
れ
た
分
団
対

抗
水
出
し
競
技
「
ボ
ー
ル
は
踊
る
」

で
は
、伊
関
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
西
之
表
幼
稚
園
に
よ
る

消
防
車
と
の
綱
引
き
競
技
で
は
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
る
園
児
た
ち
の

か
わ
い
ら
し
い
姿
に
観
客
か
ら
は

応
援
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
体
育
館
で
行
わ
れ
た

式
典
で
は
、
長
野
市
長
が
式
辞
を

述
べ
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
防
災

へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
消
防
関

係
者
（
左
記
）
に
対
す
る
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
消
防
出
初
式



　

１
月
３
日
（
金
）
市
民
会
館
に

て
、
平
成
26
年
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
５
年
４
月
１

日
〜
平
成
６
年
３
月
31
日
生
ま

れ
の
１
８
９
名
が
成
人
を
迎
え
、

１
７
４
名
の
方
々
が
式
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
は
、
榕
城
小
学
校
の
鉄
砲
太

鼓
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
華
々
し

く
始
ま
り
ま
し
た
。
式
辞
で
は
、

長
野
市
長
が
「
家
族
や
恩
師
、
信

頼
で
き
る
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に

し
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
自
ら
の
力
で
困
難
を
切
り
開

い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
新

成
人
に
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
新
成
人
の
抱
負
で
は
、
長
瀬

恵
斗
さ
ん
と
長
瀬
千
咲
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
、
成
人
に
な

る
喜
び
を
感
じ
、
不
安
や
責
任
の

重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

大
人
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
を
し
っ

か
り
と
歩
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映

さ
れ
、
懐
か
し
い
写
真
や
恩
師
か

ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
会
場

に
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

式
後
、
舞
台
で
は
み
ん
な
で
ダ

ン
ス
を
踊
り
、
撮
影
す
る
一
幕

も
・
・
・
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
友
人
達
と
記
念
撮
影
を
す
る
な

ど
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
皆
さ
ん
の
未
来
が
明

る
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平成 26年　成人式開催
～新成人のみなさんおめでとうございます～▲長瀬千咲さん

▲長瀬恵斗さん

～新成人の抱負～



種
子
島
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー

　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
に
登
場
！

11
月
26
日
（
火
）
市
内
の
小
中

学
校
の
学
校
給
食
に
「
種
子
島
の

ス
ー
プ
カ
レ
ー
」
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

「
種
子
島
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
」

は
、
一
昨
年
開
催
さ
れ
た
種
子
島

カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
、
学
校

給
食
賞
を
獲
得
し
た
メ
ニ
ュ
ー
。

　

ス
ー
プ
カ
レ
ー
を
初
め
て
提
供

す
る
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
達
が
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
ス
パ
イ
ス
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
く
、
こ
れ

ま
で
に
試
作
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
を
食
べ
た
子
ど
も
達
か

ら
は
、「
カ
レ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

い
つ
も
の
カ
レ
ー
と
違
う
味
で

お
い
し
か
っ
た
。」「
雑
穀
ご
飯
に

た
っ
ぷ
り
の
ス
ー
プ
が
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
。」
と
大
好
評
で
し

た
。
レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
橋
元
祐

佳
里
さ
ん
は
、「
自
分
が
考
え
た

ス
ー
プ
カ
レ
ー
を
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
達
に
食
べ
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
回
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー

は
、
種
子
島
産
の
落
花
生
、
バ

タ
ー
、
安
納
地
区
産
（
中
園
正
男

氏
）
の
安
納
芋
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

使
用
し
、「
地
産
・
地
消
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の

自
信
作
と
な
り
ま
し
た
。

どをはタ氏使り自

第
27
回
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

第
61
回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
11
日
、
熊
毛
支
庁
会
議

室
に
お
い
て
第
27
回
地
区
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会
・
第
61
回

県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
の
合
同
結
団
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
下
一
周
駅
伝
大
会
は
、
２

月
15
日
〜
19
日
の
５
日
間
に
渡

り
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
の
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

監　督　長野　辰男　　鹿児島銀行
コーチ　砂坂　義弘　　ホワイト設備ガス
選　手　瀬戸口明浩　　国上小学校教論
　　　　森田　容企　　熊毛農業共済組合
　　　　内田　智弘　　西之表市役所
　　　　園田　貴弘　　種子屋久農業協同組合
　　　　川内　駿　　　種子屋久農業協同組合
　　　　川内　亮　　　志學館大学 3年

第 61回県下一周市郡対抗駅伝競走大会
熊毛チーム登録選手、スタッフ（西之表市関係者のみ）

監　督　長野　辰男　　鹿児島銀行
コーチ　砂坂　義弘　　ホワイト設備ガス
選　手　瀬戸口明浩　　国上小学校教論
　　　　森田　容企　　熊毛農業共済組合
　　　　内田　智弘　　西之表市役所
　　　　園田　貴弘　　種子屋久農業協同組合
　　　　川内　駿　　　種子屋久農業協同組合
　 　 川内川内 亮亮　 志志學館學館大学大学 3年3年

第 61回県下一周市郡対抗駅伝競走大会
熊毛チーム登録選手、スタッフ（西之表市関係者のみ）

※女子駅伝競走大会は１月 26 日開催。女子
チームの詳細は、1月号に掲載しています。



支
え
合
う
地
域
の
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

「
西
之
表
市
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　

１
月
18
日
、
西
之
表
市
民
会
館

に
て
、「
み
ん
な
で
支
え
合
う
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
〜
連
携
を
考
え

る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
医
療
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鹿
児
島
大
学
病
院
地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
、
熊
毛
地

区
医
師
会
、
熊
毛
郡
歯
科
医
師
会

の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
も
と
、
西

之
表
市
は
も
と
よ
り
、
種
子
島
の

医
療
と
介
護
の
現
状
を
知
り
、
将

来
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
医
療
の
現
状
と
課
題

　

鹿
児
島
大
学
の
髙
松
英
夫
理
事

に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、「
地
域

医
療
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、

鹿
児
島
県
に
お
け
る
医
師
不
足
対

策
、
さ
ら
に
予
想
さ
れ
る
人
口
推

移
な
ど
か
ら
熊
毛
地
区
に
お
け
る

今
後
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
上
容
祥
熊
毛
医
師
会

長
を
座
長
に
、
５
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
講
演
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
討
論
で

は
、
地
域
・
医
療
・
介
護
・
行
政

の
枠
を
超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携

し
て
い
く
こ
と
や
多
職
種
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
意

見
や
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
中
で
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
「
医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
」

の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

受
け
ら
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
等
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

髙
松
英
夫
理
事
か
ら
は
「
種
子

島
の
医
療
体
制
は
そ
ん
な
に
悪
く

な
い
。
一
市
二
町
が
一
緒
に
な
っ

て
ど
う
に
か
し
よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
の
医
療
体
制
を
維
持

し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋

が
る
。」
と
の
助
言
を
い
た
だ
き
、

医
療
や
介
護
の
現
状
や
課
題
を

共
有
し
今
後
の
地
域
医
療
に
つ
い

て
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の

大
切
さ
や
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
す
る

シンポジスト 講　演　内　容
公立種子島病院
野口靖彦院長 地域・救急医療を担う公立種子島病院の役割と地域医療機関との連携

介護老人保健施設
田上寛容理事長 介護老人保健施設の現状と今後の課題

中目医院歯科
中目郁彦先生 在宅歯科医療の現状と口腔ケアの大切さ、多職種連携について

鹿児島大学
大脇哲洋教授 鹿児島県の地域枠医学生制度」

西之表市長
長野力

絆で創る魅力あふれる豊かなまち
～健康で安心できる暮らしを支えるまちづくり～

西之表市地域医療シンポジウムにおけるシンポジストと講演内容

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
の
機
能
分
化
や
か
か
り

つ
け
医
に
つ
い
て
の
意
見
も
出

さ
れ
、
田
上
医
師
会
長
は
、「
こ

れ
か
ら
在
宅
医
療
推
進
の
取
り
組

み
等
の
制
度
も
で
き
て
く
る
と
思

う
。
皆
様
も
応
援
し
て
ほ
し
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
発
展
の
た
め
に

　

西
之
表
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
高
齢
者
が
３
割
を
超
え
る
超

高
齢
化
社
会
に
す
で
に
突
入
し
て

お
り
、
医
療
・
介
護
給
付
費
の
増

加
や
医
師
の
不
足
な
ど
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
総
合
病
院
が

あ
り
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
搬
送
が
可
能
で

あ
る
な
ど
他
の
地
域
よ
り
恵
ま
れ

て
い
る
点
も
あ
り
ま
す
。
医
療
に

お
い
て
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
は

非
常
に
重
要
で
、
地
域
の
住
民
が

島
内
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

医
師
が
育
ち
、
地
域
医
療
が
発
展

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
西
之
表
市
の
医
療

を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。



マ
マ
さ
ん
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
」

　
　
　

女
性
の
パ
ワ
ー
で
地
域
を
元
気
に
！

　

最
近
、
商
工
会
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
「
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
」
の
看

板
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
？
新
し

い
お
店
？
な
ど
と
思
っ
た
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、

ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
っ
て
・・・

　

ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
は
、
仁
禮
ひ

と
み
さ
ん
（
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
会

長
）
を
中
心
に
女
性
５
名
で
活
動

し
て
い
る
マ
マ
さ
ん
グ
ル
ー
プ
で

す
。「
種
子
島
の
女
性
の
交
流
の

場
を
作
り
た
い
！
商
店
街
を
元
気

に
し
た
い
！
」
と
昨
年
の
３
月
に

結
成
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
２
か
月
に
１
回

く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ

ン
ト
の
柴
さ
と
み
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
塩
麹
作
り
や
こ
け
玉

作
り
、
県
内
の
商
工
会
が
開
発
し

た
商
品
の
試
食
会
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
商
工
会
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
段
ボ
ー
ル

ハ
ウ
ス
作
り
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　　
「
種
子
島
っ
て
、
気
軽
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
と
感

じ
ま
せ
ん
か
。
も
っ
と
集
ま
る
機

会
が
あ
っ
て
、
外
に
で
て
色
ん
な

人
と
話
し
た
り
し
て
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

商
店
街
も
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
う
れ
し
い
。」
と
語
る
仁
禮
さ

ん
。
実
際
に
南
種
子
か
ら
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
に
来
て
く
れ
る
人
も

い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
昨
年
は
、

子
育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
達

が
、
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
友
達

ベビーマッサージ無料ミニ体験会の日程

　2月 4日（火）10：00 ～　プチ島っ子

　2月 26 日（水）10：00 ～すくすくぷらす

　3月 4 日（火）10：00 ～　プチ島っ子

　※上記イベントの内、20分程度で行います。

　

ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
に
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
も
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
印
象
的

な
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
是
非
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
材
料
費

等
の
参
加
費
が
必
要
で
す
。（
千

円
程
度
）
確
認
さ
れ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　どんぐり倶楽部
　仁禮　℡ 090‐5385‐6780
　北野　℡ 090‐8171‐8939
　フェイスブックアドレス
www.facebook.com/donguriclub.tanegashima

作
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
機
会
を

提
供
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
役

員
全
員
が
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取

得
し
ま
し
た
。　

現
在
、プ
チ
島
っ

子
や
す
く
す
く
プ
ラ
ス
な
ど
の
育

児
サ
ー
ク
ル
の
一
部
で
無
料
ミ
ニ

体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
無

料
ミ
ニ
体
験
の
日
程
は
左
記
。）

　

今
後
は
、
自
分
た
ち
で
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
て
、
子
育
て
支
援
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

す
く
す
く
ぷ
ら
す
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん(

下
段
）
と
ど
ん
ぐ
り
倶
楽

部
メ
ン
バ
ー
（
上
段
）、
職
場
体
験
の

中
学
生
と
一
緒
に「
ハ
イ
。ち
ー
ず
♪
」

▲







■問い合わせ先 市教育委員会社会教育課（市役所４階）　℡ 22‐1111　内線 257・258

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
図
る

　
　

市
民
生
活
運
動
を
進
め
よ
う
！

こ
い
の
ぼ
り 

寄
付
募
集

生
涯
学
習
の
素
晴
ら
し
さ

　

  

健
康
づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う

基準金額

結婚式 5,000 円 ～ 10,000 円

葬　式 2,000 円 ～ 03,000 円

落　成
出　産
見舞金

など

3,000 円
  身内や親しい人々による祝
  とし、他人に広く呼びかけ
  ない。

下
西
高
齢
者
学
級

図
書
館
だ
よ
り

へき★コレ 2014



寒
い
時
期
の
入
浴
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

入
浴
中
に
亡
く
な
る
の
は
全
国
で
年
間
約
１
万
４
０
０
０
人
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
原
因
の
多
く
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

《
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
？
》

　

急
激
な
温
度
変
化
が
体
に

及
ぼ
す
影
響
の
こ
と
で
す
。

　

室
温
の
変
化
に
よ
っ
て
血

圧
が
急
激
に
上
昇
し
た
り
下

降
し
た
り
す
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
は
、
心
筋
梗
塞
や

脳
血
管
障
害
な
ど
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
危
険
な
状
態
で

す
。

《
入
浴
す
る
と
き
の
注
意
点
》

●　

食
事
後
の
入
浴
は
避
け
る
。

●　

入
浴
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

　

飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

●　

ま
ず
、
か
か
り
湯
を
す
る
。

●　

風
呂
の
温
度
は
、
38
度
〜
40

　

度
く
ら
い
の
低
め
に
設
定

　

す
る
。

●　

脱
衣
所
と
浴
室
を
十
分
暖

　

か
く
し
て
お
く
。

●　

高
齢
者
や
心
臓
病
の
方
が

　

入
浴
し
て
い
る
時
は
、

　

家
族
が
時
々
声
を
か
け
て

　

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

少
し
で
も
様
子
が
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。

《
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
？
》

急
激
な
温
度
変
化
が
体
に

及
ぼ
す
影
響
の
こ
と
で
す
。

室
温
の
変
化
に
よ
っ
て
血

圧
が
急
激
に
上
昇
し
た
り
下

降
し
た
り
す
る
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
は
、
心
筋
梗
塞
や

脳
血
管
障
害
な
ど
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
危
険
な
状
態
で

す
。

《
入
浴
す
る
と
き
の
注
意
点
》

●

食
事
後
の
入
浴
は
避
け
る
。

●

入
浴
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

●

ま
ず
、
か
か
り
湯
を
す
る
。

●

風
呂
の
温
度
は
、
38
度
〜
40

度
く
ら
い
の
低
め
に
設
定

す
る
。

●

脱
衣
所
と
浴
室
を
十
分
暖

か
く
し
て
お
く
。

●

高
齢
者
や
心
臓
病
の
方
が

入
浴
し
て
い
る
時
は
、

家
族
が
時
々
声
を
か
け
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

【申し込み・問い合わせ先】
たねがしまロケットマラソン大会事務局
（南種子町役場観光課内）
☎㉖ 6065（FAX 兼用）
☎㉖ 1111（内線 261・262）

マラソン大会当日の

詳しくは、大会事務局まで



介
護
予
防
教
室
「
気
晴
ろ
う
会
」
開
催
中
！
！

（
１
月
〜
３
月
ま
で
は
住
吉
校
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。）

■
２
年
間
で
１
４
０
０
０
円
程
度
の
割
引

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
分
の

保
険
料
を
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
納

め
る
「
２
年
前
納
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
毎
月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
２

年
間
で
１
４
０
０
０
円
程
度
の
割
引

に
な
り
ま
す
。

※
割
引
額
は
平
成
25
年
度
の
保
険
料

（
１
５
０
４
０
円
）
に
よ
る
推
計
で
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

口
座
振
替
の
お
申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号

（
年
金
手
帳
や
納
付
書
で
確
認
）

・
金
融
機
関
届
出
印　

※
手
続
き
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
届
出
印

や
口
座
氏
名
等
の
相
違
が
な
い
よ
う

に
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
お
申
込
み
先

・
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓
口

・
市
役
所
国
民
年
金
係
の
窓
口

・
年
金
事
務
所
（
郵
送
も
可
）

　

※
申
し
込
み
郵
送
先

　
　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

〒
８
９
２
‐
８
５
７
７

　
　

鹿
児
島
市
住
吉
町
６
‐
８

■
申
込
み
締
切
日

 　

口
座
振
替
で
の
２
年
前
納
・
１
年
前

納
・
４
月
〜
９
月
分
の
６
ヶ
月
前
納
の

締
切
日
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

 

※
２
月
末
に
年
金
事
務
所
に
到
着
の
こ
と

■
前
納
の
口
座
振
替
日
は
、
４
月
30
日
で
す
。

※
２
年
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
、
口
座

　

振
替
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
口
座
振
替
の
引
落
方
法
を
変
更
さ
れ

　

る
場
合
は
、
口
座
振
替
変
更
届
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。

　

運
動
機
能
や
お
口
の
飲
み
こ
み

機
能
の
低
下
、
低
栄
養
の
心
配
さ

れ
る
方
を
対
象
に
介
護
予
防
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

教
室
で
は
元
気
に
生
活
す
る
上
で
、

必
要
な
知
識
の
習
得
や
体
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
緊
張
し
、
う
つ
む
き
加
減

の
参
加
者
で
す
が
、
終
了
時
に
は
笑

顔
も
見
ら
れ
「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
！　

楽
し
か
っ
た
！　

も
う
終
わ

り
〜
？
」
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

ま
す
ま
す
元
気
に
な
る
た
め
に
介
護

予
防
教
室
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

介
護
予
防
教
室
の
取
り
組
み
例

●
作
業
療
法
士
に
よ
る
転
倒
予
防

の
た
め
の
講
話
と
下
肢
筋
力
の
維

持
・
増
進
の
た
め
の
貯
筋
体
操

●
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
講
話
と
口

腔
機
能
向
上
の
た
め
の
歯
つ
ら
つ

体
操

●
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
の
講
話
と
バ
ラ
ン

ス
食
の
試
食

▲貯筋体操の様子

▲バランス弁当



Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
23
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
迫
る
！

　

今
月
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
23
号

機
に
よ
る
全
球
降
水
観
測
計
画
（
Ｇ

Ｐ
Ｍ
）主
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｍ
主
衛
星
に
は
、
日
本
が
開

発
し
た
最
先
端
の
二
周
波
降
水
レ
ー

ダ
（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
従
来
の
衛
星
で
は
、
観
測
で
き

な
か
っ
た
小
雨
か
ら
豪
雨
ま
で
を
観

測
し
、
ま
る
で
雨
雲
を
ス
キ
ャ
ン
す

る
よ
う
に
雲
の
中
に
あ
る
雨
滴
や

雪
・
氷
粒
子
の
大
き
さ
な
ど
の
詳
細

な
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
打
上
げ
予
定
日

　

平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

　

午
前
３
時
７
分

　
　
　
　

〜
午
前
５
時
７
分

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

平
成
26
年
３
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

〜
３
月
31
日
（
月
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技
術

館
お
よ
び
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は
通
常

通
り
開
館
・
運
行
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
ツ
ア
ー
予
約
・
空
席
状
況
な

ど
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
科
学
技
術
館

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

　
　

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞　

金
賞
受
賞

　

昨
年
９
月
14
日
、
内
之
浦
宇
宙
空
間

観
測
所
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
イ
プ
シ

ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
公
益
財
団
法
人
日

本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
主
催
の
２
０
１
３

年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審
査
委
員
会
か

ら
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
知
能
化
に
よ
る
自

律
点
検
や
パ
ソ
コ
ン
数
台
で
ロ
ケ
ッ
ト

の
発
射
管
制
が
可
能
に
な
っ
た
「
モ
バ

イ
ル
管
制
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
性

能
、
小
型
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
、
低
価
格

を
め
ざ
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
大

仕
事
で
は
な
く
日
常
の
出
来
事
の
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
が
大
い
に
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

不
審
な
電
話
に
『
要
注
意
』
！

最
近
、「
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
」
や
「
国
税
局
」
な
ど

公
的
機
関
に
似
た
よ
う
な
団

体
名
を
名
乗
り
、
名
前
や
住

所
・
年
金
種
類
・
貯
蓄
額
な

ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
不
審
な
電
話
や
、

過
払
い
金
の
請
求
を
し
て
あ

げ
る
な
ど
と
債
務
整
理
を
勧

誘
す
る
不
審
な
電
話
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
つ
い
う
っ
か
り
貯
蓄
額
を

教
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
様
な
不
審
な
電
話
に
は
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

●
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
と
こ

ろ
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
公
的
機
関
が
電
話
で
住
所
や

年
金
種
類
・
貯
蓄
額
な
ど
の
個

人
情
報
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
見
知
ら
ぬ
人
に
安
易
に
個
人

情
報
を
伝
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

●
不
審
な
電
話
に
対
し
て
は
、

長
話
を
せ
ず
に
手
短
に
電
話
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

●「
困
っ
た
な
」「
ど
う
し
よ
う
」

と
思
っ
た
ら
、
市
役
所
市
民
生

活
課
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

坂
口　

裕
次
郎

岳
之
田

坂
口　

チ
エ
子

宮
内　

佐
紀
子
峯

宮
内　

嘉
一
郎

萩
原　

ソ
ノ

十
六
番

萩
原　

良
則

芝　

俊
一

野
首

芝　

シ
ズ

長
渡　

修
一

松
畠

長
渡　

ス
ミ
子

田
添　

健
生

東
町

田
添　

直
樹

濵
渡　

友
子

上
石
寺

濱
本　

サ
ト

池
村　

一
郎

西
町

池
村　

タ
ネ

（
出
生
児
）

（
性
別
）
（
保
護
者
）
（
住
所
）

深
田　

樹み
き
や矢

男

光
男

里
之
町

荒
木　

小こ
う
め梅

女

大
和

松
畠

山
﨑　

柊ひ

の

え
乃
恵

女

光
彦

鴨
女
町

西
川　

愛あ
い
り璃

女

忍

神
奈
川
県

八
木　

萌も

も

こ
々
子

女

糸
吉

上
石
寺

日
髙　

虹こ
こ
な花

女

祐
太

大
平

遠
藤　

愛あ
い
か佳

女

誠

朝
日
が
丘

尾
﨑　

優ゆ

き

と
希
斗

男

忠
行

本
立

持
田　

琉る

ゆ夢

男

俊
博

美
浜
町

山
野　

礼れ
い
な奈

女

裕
一

榕
城
中
目

松
尾　

香こ
う
み美

女

嘉
美

洲
之
崎

南　

伊い
お
り織

男

正
樹

柳
原

徳
留　

彩さ

え恵

女

健
成

池
田

｢

う
ぶ
ご
え 

」・「
ご
結
婚
」・「 

お
く
や
み 

」
は
、
市

役
所
市
民
生
活
課
に
掲
載
承
諾
書
の
提
出
が
あ
っ
た

方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
届
出
順
、
敬
称
略
）

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,871 4,386 8,257 3,998
上西 262 287 549 289
下西 1,072 1,241 2,313 1,149
国上 590 653 1,243 628
伊関 211 227 438 210
安納 212 225 437 232
現和 680 703 1,383 691
安城 161 177 338 183
立山 63 56 119 59
中割 53 52 105 65
古田 217 241 458 218
住吉 456 544 1,000 546

［火　災］
 出火件数　 4 件
 うち建物　 1 件
［救　急］
 出動件数　57件
 うち急病　43件

発生件数　  2 件
死 者　  0 人
負 傷 者　  2 人

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

中
目　

研
一　
　

 

上
之
原　

　
　

＆

嶋
名　

眞
理
子　

 

榕
城
中
目

長
野　

和
幸　
　

 

中
西

　
　

＆

德
永　

洋
恵　
　

 

姶
良
市

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,640 人（－ 22）
男性　7,848 人（－ 10）
女性　8,792 人（－ 12）

［世帯数］
8,268 世帯（－ 10）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

上
山　

武
人

79

古
田
上
之
町

川
畑　

孫
一

74

塰
泊

長
野　

宗
夫

80

横
山

村
山　

鐵
男

90

十
六
番

西
村　

イ
ツ

82

能
野
里

水
口　

ヒ
ロ

92

国
上
中
目

久
木
山　

淳
次
郎

81

塰
泊

石
𠩤　

爲
男

90

桜
園

榎
本　

サ
チ
ヱ

91

現
和
下
之
町

岩
元　

清

89

国
上
中
目

鈴
木　

ト
シ
子

78

池
野

西
川　

ス
ミ

86

武
部

福
篭　

恵

42

野
首

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

日
高　

孝
男

59

洲
之
崎

浦
添　

孫
次

82

浜
之
町

上
妻　

ヒ
サ
子

85

松
畠

寺
田　

定
夫

78

浜
之
町

栗
田　

朝
𠮷

65

峯

長
田　

數
則

80

朝
日
ヶ
丘

下
村　

サ
カ
エ

88

久
保
田

（
氏
名
）　 　
　
（
住
所
）

平
原　

重
昭　
　

 

美
浜
町　

　
　

＆

村
山　

美
和　
　

 

洲
之
崎

上
園　

勝
昭　
　

 

現
和
上
之
町

　
　

＆

森　

つ
ぶ
ら　
　

 

鞍
勇



取
ら
な
い
で
た
べ
な
い
で
く
れ
小
鳥
さ
ん
赤
く
色
づ
く
南
天
の
実
を　
　
　

老
い
の
身
に
し
み
る
秋
雨
に
思
い
出い

づ
下
駄
の
ひ
び
き
の
幼
き
日
の
わ
れ　

義は

は母
逝
き
て
悲
し
み
の
な
か
速
報
で
島
倉
千
代
子
の
旅
立
ち
を
知
る　
　
　

ひ
ょ
っ
こ
り
と
た
ま
に
来
る
猫
家
の
猫
虎
吉
ご
は
ん
は
今
日
も
キ
ビ
ナ
ゴ　

寒
い
ね
と
言
葉
掛
け
合
う
人
達
の
笑
顔
の
中
に
温
も
り
が
あ
り

弾
け
そ
う
な
蕾
を
あ
ま
た
つ
け
て
い
る
ろ
う
梅ば

い

の
木
に
笹
鳴
き
を
聞
く　
　

玉
川
会
集
い
楽
し
く
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
話
で
さ
よ
な
ら
夕
や
け
こ
や
け

季と
き

を
し
り
万
両
の
実
の
赤
く
な
り
冬
が
き
た
り
と
我
に
告
げ
た
り　
　
　
　

お
年
玉
あ
げ
る
と
言
う
に
幼
な
孫
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
い
よ
」
と
思
い
や
り
ら
し

亡
き
母
の
手
ア
カ
付
い
た
る
柱
に
は
み
そ
汁
の
温
も
り
寒
さ
忘
れ
る　
　
　

知
ら
ぬ
世
に
愛
し
き
歌
手
は
連
れ
行
か
る
「
こ
の
世
の
花
」
を
こ
の
世
に
残
し
て

わ
が
所
作
を
ま
ね
て
杖
つ
く
孫
五
歳
守
の
つ
も
り
が
守
さ
れ
て
お
り　
　
　

四
季
毎ご

と

に
出
逢
い
し
虫
等
い
づ
こ
へ
か
終
に
見
た
る
は
蟷と

う
ろ
う螂

の
卵　
　
　
　

大
好
き
で
育
て
し
蔓つ

る

薔ば

ら薇
生
い
茂
り
御
免
ね
云
い
つ
つ
切
り
除
き
行
く　
　

こ
れ
ま
で
の
生
き
来こ

し
方
を
同
窓
の
友
ら
と
語
れ
ば
夜
は
短
し　
　
　
　
　

満
天
の
星
の
数
ほ
ど
ピ
ラ
カ
ン
を
鳥
は
愛め

で
る
か
赤
く
枝し

だ
れ
り　
　
　
　

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

村
之
町
・
岩
崎　

真
一

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

東
町
・
德
永
ソ
ヨ
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

わ
ら
び
苑
・
中
村　

清
子

横
山
・
中
目
健
一
郎

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

榕
城
中
目
・
平
田　

茂
子

納
曽
・
古
市　

律
子

東
町
・
牧
瀬　

克
英

上
古
田
・
山
下　

和
子

区　分 島内産 島外産
入荷量 42 トン 46 トン
88 トン （48％） （52％）
取引額 879 万円 771 万円
1,650 万円 （53％） （47％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 3,570 255 5,652 613
葉 茎 菜 類 5,722 944 17,246 2,018
果 菜 類 808 150 2,965 1,177
そ の 他 14,919 2,426 7,332 1,782
小 計 25,019 3,775 33,195 5,590

果
物
類

かんきつ類 15,351 2,595 6,230 840
果 瓜 類 0 0 9 3
そ の 他 582 921 5,281 755
小 計 15,933 3,516 11,520 1,598

鳥卵・加工品等 674 579 1,003 359

花　類
30,193

918
1,540

162
本 本

青
果
状
況
【
12
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
２
月
の
休
み
》
２
日
・
５
日
・
９
日
・
11
日
・
16
日
・  　

　
　
　
　
　

  

19
日
・
23
日
・
26
日



3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品

西之表市西之表16484番地10
■石  寺  店 TEL/FAX 22－0338
■プラッセだいわ店 TEL/FAX 23－4955

優秀賞受賞鹿児島県 新加工品コンクール

限定スイーツ
チョコレート
各種取り揃えてます。

種子島発

クランブルチーズケーキ
種子島産のさとうきび糖と安
納芋100%使用。
塩風味のクランブルクッキー
の食感が新しい、濃厚なベー
クドタイプのチーズケーキ
ホールです。

バレンタインデーのプレゼントにレゼン
ツ
ト
すす。。

デーのプレゼントにレゼレゼンン

Happy Valentines
Happy Valentines2 ♥14

さつまいもへのこだわり部門

きび糖と安納芋の


